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創立3

年
適用金利

%

平成26年12月1日月～平成27年1月30日金期間：

※組合員加入には、一口（5千円）以上の出資のほか、住所など一定の条件があります。
※詳しくは店頭でおたずね下さい。

JAスーパー定期貯金(しきぶちゃん）
組合員の方：制限はありません。
組合員以外の方：             1戸あたり新規1万円以上1,000万円まで
年 0.5％（税引後 年0.398％）
なお初回満期日以降の利息は店頭表示金利を適用いたします。
2年または1年（自動継続）
個人で新規預入に限ります。（既にお預けいただいております貯金の預替えについては、対象外
とさせていただきます。）
この定期貯金は満期日前に解約できません。当JAがやむをえないものと認めて、この定期貯金
を満期日前に解約する場合は当JA所定の中途解約利率が適用されます。
組合員の方は、出資されている支店のみとさせていただきます。
組合員以外の方は、支店の指定はありませんが、複数支店でのお預入はできません。

貯 金 の 種 類 ／
お 預 入 金 額 ／

適 　 用 　 金 　 利 ／

お 預 入 期 間 ／
お 取 扱 対 象 ／

中 　 途 　 解 　 約 ／

お 預 入 支 店 ／

越前たけふ越前たけふ
越前たけふ 検索

http://www.ja-echizentakefu.or.jp
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肥料の与え方

土と肥料の準備

番外編

土がよい環境であれば根がよく張り、病気や害虫に強く育
ちます。根は呼吸と養水分の吸収がスムーズに行えることが
重要です。水もちのよい土は肥料成分も一緒に保つことが
でき、根は必要な時に少しずつ吸収します。肥料の与え方に
は、土にあらかじめ入れておく元肥と野菜の生長に合わせて
後から加える追肥があります。元肥は野菜用培養土にたいて
い入っているので必要はありません。追肥は即効性タイプの
液体肥料を使います。

支柱の立て方
定植の時にたてる短い支柱は、株を地面に固定することで
根をしっかりと張らせ、生長を促します。その後に立てるの
は大きく育った植物を強風から守ったり、重たい実が落ちな
いようにしたり、伸びたツルを誘引するときに利用します。
また本来、横に広がる草姿をあんどん支柱に巻きつけて育て
ると、スペースを有効利用できます。

コンテナ栽培

土の入れ方

鉢底に鉢底網をセット。再生紙
製だとホチキスで留められる。

希釈したものをじょう
ろに入れ、通常の水
やりのときと同じよう
に、鉢底から水が流
れ出るまで与える。

鉢底に炭を鉢穴が見えなくな
るまで敷く。

鉢縁の2～3cm下まで培養土
を入れる。

※袋栽培の場合は底と側面に水抜き穴をあけ、底面に炭を入れて
から培養土を入れ、手のひらで上から押さえて表面をならす。

培養土を入れ終わったら、手の
ひらで軽く押さえて表面をな
らす。

「ベランダで楽しむ野菜づくり」

おいしく育つしくみがひと目で
わかる

深町貴子 著　家の光協会

３本支柱
キュウリなど、草丈が180cm以
上伸びるような野菜には、２ｍ近
い支柱を鉢縁に３本均等に差し
て円錐状の形をつくる。

１本支柱
主茎がしっかりとしているもの
に。実が軽いピーマンやオクラ
は、強風で茎が折れやすいので１
本の支柱で真っ直ぐに誘引する。

あんどん支柱
ツルが長く伸びる野菜をあんど
んに巻きつけながら縦長に仕立
てる。ツルは自ら巻きつく。

低めの３本支柱
葉に満遍なく日光が当たるよう
に、茎を剪定して放射状に枝葉を
広げ、重たい実のなるナスの枝を
３本の支柱に誘引する。

水やりとともに
与える場合

霧吹きを使えば葉面
からも吸収させられ
る。ただし風のない
晴天日を選び、気孔
が開く午前中に葉の
両面に与える。

霧吹きで
与える場合希釈が必要な液体肥

料は１ℓのペットボト
ルを利用すると計算
しやすい。例えば
1000倍希釈は１ℓ
に1㎖。

ペットボトルを
使って希釈
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①
九
月
・
十
月
主
要
業
務
報
告
に
つ
い

て
・
十
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
の
両

日
、
明
治
神
宮
、
靖
国
神
社
、
皇
居

に
お
い
て
献
穀
粟
の
献
納
が
行
わ
れ

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

②
自
由
金
利
型
貯
金
の
金
利
及
び
余
裕

金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

③
貸
出
金
金
利
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
カ
ー
ド
ロ
ー
ン（
随
弁
型
）、
住
宅
ロ

ー
ン（
固
定
金
利
・
変
動
金
利
）、
農

業
経
営
支
援
資
金（
災
害
資
金
）金
利

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

④
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検

結
果
報
告
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
を
基
準
日

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
Ｊ
Ａ
共
済
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

⑤
南
条
農
産
物
等
直
売
組
合
の
出
資
金

の
返
還
処
理
に
つ
い
て

⑥
平
成
二
十
六
年
産
米
集
荷
状
況（
倉
庫

及
び
施
設
）に
つ
い
て

・
十
月
十
九
日
現
在
の
平
成
二
十
六
年

産
米
支
店
別
集
荷
実
績
と
検
査
実
績

並
び
に
各
施
設
で
の
荷
受
け
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
県
常
例
検
査
結
果
に
対
す
る
回
答
書

（
案
）に
つ
い
て

・
五
月
に
実
施
さ
れ
た
県
常
例
検
査
結

果
に
対
す
る
回
答
書（
案
）の
説
明
が

あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

②
九
月
末
残
高
試
算
表
の
承
認
に
つ
い
て

・
九
月
末
残
高
試
算
表
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

③
共
済
端
末
機
の
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

・
Ｌ
Ａ
用
共
済
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

（L
ab
let’s

）の
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

④
出
資
口
数
の
減
口
承
認
に
つ
い
て

・
十
八
件
の
減
口
申
請
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

⑤
越
前
市
農
業
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
六
年
十
一
月
末
で
任
期
満

了
と
な
り
ま
す
越
前
市
農
業
委
員
の

農
協
推
薦
農
業
委
員
に
、
王
子
保
地

区
選
出
の
近
藤
久
太
夫
理
事
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

①
十
一
月
行
事
予
定
に
つ
い
て

平成26年10月23日
開会…13時25分
閉会…15時35分
出席理事…22名
出席監事…5名

第59回

そ
の
他

そ
の
他

報
告
事
項

附
議
事
項

①
生
活
部
九
月
末
実
績
に
つ
い
て

②
越
前
市
ま
る
ご
と
食
の
感
謝
祭（
コ
ー

プ
た
け
ふ
感
謝
祭
）
の
収
支
計
画

報
告
事
項

附
議
事
項

平成26年10月23日
開会…15時45分
閉会…16時40分
出席取締役…21名
出席監査役…5名

第452回

㈱コープ武生
取締役会
㈱コープ武生
取締役会

休日当番医 平成26年11月17日現在
※都合により変更が生じる場合があります。

JA越前たけふのうごき
12月

中 村 病 院
池 端 病 院
林 病 院
笠 原 病 院
中 村 病 院
林 病 院
相 木 病 院

・
・
・
・
・
・
・

はしもと小児科クリニック
岩堀メディカルオフィス
東武内科外科クリニック
こうの内科耳鼻咽喉科
つがわ内科クリニック
藤 井 医 院
マルチ整形外科内科

7日
14日
21日
23日
28日
30日
31日

事業実績（10月末現在） 単位：百万円

組合員 10,706人（正5,350人・准5,356人）
組合員戸数 10,079戸

貯 金

貸 出 金

共済保有高

出 資 金

販売品販売高

103,272

36,594

507,490

2,803

2,090

（
案
）に
つ
い
て

・
十
一
月
八
・
九
日
に
行
わ
れ
る
越
前

市
ま
る
ご
と
食
の
感
謝
祭
の
収
支
計

画
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

③
創
立
五
十
周
年
記
念
生
活
部
特
別
企

画
に
つ
い
て

・
創
立
五
十
周
年
記
念
と
し
て
生
活
部

三
課
よ
り
特
別
企
画
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

④
店
舗
部
九
月
末
実
績
に
つ
い
て

①
九
月
末
残
高
試
算
表
の
承
認
に
つ
い
て

①
福
井
県
ジ
ェ
イ
エ
イ
酒
販
の
状
況
報

告
に
つ
い
て
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今
年
、
越
前
市
大
屋
町
で
栽
培
さ
れ
た
献
穀
粟
の
献
納
式
が
、
十
月
二

十
二
日
に
皇
居
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
福
井
県
の
代
表
と
し
て
、
奉
耕
者
の
坂
野
さ
ん
と
ご
家
族
、
冨
田

組
合
長
が
皇
居
の 

賢
所
参
集
所 

に
お
い
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
謁
見
し
、
福
井

県
の
作
柄
を
奏
上
し
た
後
、丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
精
粟
五
合
を
献
納
し
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
三
日
に
宮
中
三
殿
で
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
で
新
撰
に
供
さ
れ
、
十
二

月
二
十
五
日
に
は
宮
内
庁
掌
典
長
か
ら
の
証
明
書
が
送
ら
れ
る
「
御
供
進
証
伝
達

式
」
お
よ
び
「
知
事
感
謝
状
授
与
式
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

１１月１日、サンドーム福井で「創立５０周年記念 森昌子コンサート」が開催

されました。コンサートは２部構成となっており、当ＪＡの常勤役員の挨拶の後、

第１部のコントをまじえたお芝居でレコード大賞に輝いた昭和の歌を紹介しまし

た。また、第２部では艶やかな着物に着替えて新曲の「花魁」をはじめ数々の

名曲を歌い、観客の皆さんは惚れ惚れとした様子で聴き入っていました。
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１１月７日に、武生市中央公園体育館で農林産物品評会が開催されました。２１２点の出品があり、１０名
の審査員による厳正な審査が行われました。８日には、同体育館で表彰式が行われました。

◆
平
成
26
年
度
農
林
産
物
品
評
会
入
賞
者
の
み
な
さ
ん
（
敬
称
略
）

◆

ＪＡ越前たけふ

トピックス
ＪＡ越前たけふ

トピックス

新
嘗
祭
献
穀
粟 

献
納
式

自
民
党 

規
制
改
革
推
進
委
員
会
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

モ
ン
ゴ
ル
国
総
領
事
館
と
打
ち
合
わ
せ

十
一
月
十
三
日
、
在
大
阪
モ
ン
ゴ
ル

国
総
領
事
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。
近

年
、
モ
ン
ゴ
ル
国
内
に
お
い
て
も
、
米

の
輸
入
が
拡
大
し
て
い
る
事
、
安
全
・

安
心
な
農
産
物
を
求
め
て
い
る
事
な

ど
説
明
を
受
け
た
後
、
当
Ｊ
Ａ
の
お
い

し
い
米
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。

十
一
月
五
日
、
自
民
党
の
規
制
改
革
推
進
委

員
会
は
農
協
改
革
に
関
し
て
、Ｊ
Ａ
関
係
者
か
ら

意
見
聴
取
を
行
い
ま
し
た
。
意
見
聴
取
さ
れ
た

の
は
当
Ｊ
Ａ
の
冨
田
組
合
長
を
含
め
三
人
で
、

出
席
委
員
か
ら
は
中
央
会
制
度
と
単
位
Ｊ
Ａ
と

の
関
係
等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
冨
田

組
合
長
は
「
農
業
者
の
所
得
向
上
に
は
、
単
位

Ｊ
Ａ
の
意
識
改
革
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
」

と
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

か
し
こ
ど
こ
ろ
さ
ん
し
ゅ
う
し
ょ

し
ん
せ
ん
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献
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献
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献
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御
供
進
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伝
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式
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式
」
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わ
れ
ま
す
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第１部のコントをまじえたお芝居でレコード大賞に輝いた昭和の歌を紹介しまし

た。また、第２部では艶やかな着物に着替えて新曲の「花魁」をはじめ数々の

名曲を歌い、観客の皆さんは惚れ惚れとした様子で聴き入っていました。
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１１月７日に、武生市中央公園体育館で農林産物品評会が開催されました。２１２点の出品があり、１０名
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有
害
鳥
獣
対
策
視
察
研
修
会

山
間
地
を
中
心
に
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
年
々
多
く
な
っ

て
お
り
、
農
政
連
南
条
支
部
と
Ｊ
Ａ
が
共
催
で
十
一
月
十
三
日
に
「
有
害

鳥
獣
対
策
の
視
察
研
修
会
」
で
県
内
外
の
市
・
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
高
島
市
で
は
、
猪
だ
け
で
な
く
、
近
年
増
え
て
き
て
い
る
猿
や
鹿
被

害
の
防
止
対
策（
自
動
捕
獲
装
置
な
ど
）に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
又
、
捕
獲

し
た
後
の
有
害
鳥
獣
の
埋
設
処
分
に
代
わ
る
対
策
と
し
て
、
若
狭
町
な
ど
嶺
南
六

市
町
で
運
営
す
る
「
嶺
南
地
域
有
害
鳥
獣
処
理
・
加
工
施
設
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

農
政
連
各
分
会
の
役
員
の
方
々
な
ど
八
十
名
が
参
加
し
、
其
々
の
取
り
組
み
に

関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

北
日
野
地
区
女
性
部
研
修
旅
行

十
一
月
九
日
、
北
日
野
地
区
女
性

部
は
研
修
旅
行
と
し
て
、
伊
吹
山
へ

行
き
ま
し
た
。

天
気
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
バ
ス
の
中
か
ら
見
た
紅
葉
は
色

鮮
や
か
で
、
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
秋
の

味
覚
食
べ
放
題
の
バ
イ
キ
ン
グ
も
、

松
茸
を
は
じ
め
と
す
る
二
十
五
品

を
た
っ
ぷ
り
と
堪
能
し
、
大
満
足
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ＪＡ越前たけふ

トピックス
ＪＡ越前たけふ

トピックス

特
栽
そ
ば
現
地
検
査

年
金
受
給
予
定
者
セ
ミ
ナ
ー

十
月
二
十
六
日
、
し
き
ぶ
温
泉

湯
楽
里
で
年
金
受
給
予
定
者
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
二
十
五
名
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
社

会
保
険
労
務
士
の
鈴
木
博
巳
氏
を

迎
え
、「
定
年
前
後
の
賢
い
対
応

策
」
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
定
年
退
職
に

備
え
て
正
し
い
知
識
を
得
よ
う
と

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ほほえみ
通信

ほほえみ
通信

十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け

て
、
特
別
栽
培
そ
ば
の
現
地
検
査（
圃
場
検

査
・
書
類
審
査
）を
行
い
ま
し
た
。
営
農
指

導
員
と
越
前
た
け
ふ
農
業
公
社
の
担
当
者

が
、
各
地
区
の
特
栽
そ
ば
の
栽
培
圃
場
を
巡

回
し
、
栽
培
表
示
板
や
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ

の
設
置
、
畦
畔
の
除
草
な
ど
、
圃
場
の
管
理

状
態
が
適
切
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
栽
培
記
録
簿
・
農
作
業
日
誌
の

書
類
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

窓
口
感
謝
デ
ー

南
条
支
店
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

十
一
月
十
二
日
、
レ
イ
ン
ボ
ー
パ
ー
ク

南
条
で
南
条
支
店
年
金
友
の
会
の
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
南
条

支
店
と
し
て
は
初
め
て
の
取
組
み
で
し
た

が
、
五
十
三
名
と
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、楽
し
く
プ
レ
ー
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

男
子
の
部
で
は
三
谷
眞
示
さ
ん
が
、
女
子

の
部
で
は
水
野
芳
子
さ
ん
が
優
勝
さ
れ
ま

し
た
。

十
一
月
十
七
日
、
各
支
店

で
窓
口
感
謝
デ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
入
口
や
窓
口
に
、

ク
リ
ス
マ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

も
の
や
、Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
ウ
ィ
ン

タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ち
ょ
リ

ス
」
の
グ
ッ
ズ
を
使
っ
た
飾
り

付
け
を
行
い
ま
し
た
。
来
店

さ
れ
た
お
客
様
に
は
粗
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

国
高
ま
つ
り
に
参
加

十
月
二
十
六
日
、
越
前
市
式
部
ふ

れ
あ
い
館
・
国
高
小
学
校
で
国
高
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
の
国
高
地
区

女
性
部
が
参
加
し
ま
し
た
。
う
ど
ん
の

販
売
を
行
っ
た
バ
ザ
ー
で
は
、
お
昼
時

に
な
る
と
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
国
高
小
学
校
の
体
育
館

で
行
わ
れ
た
芸
能
発
表
で
「
新
舞
踊
」

を
披
露
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
踊
り

に
観
客
か
ら
手
拍
子
が
起
き
ま
し
た
。
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有
害
鳥
獣
対
策
視
察
研
修
会

山
間
地
を
中
心
に
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
年
々
多
く
な
っ

て
お
り
、
農
政
連
南
条
支
部
と
Ｊ
Ａ
が
共
催
で
十
一
月
十
三
日
に
「
有
害

鳥
獣
対
策
の
視
察
研
修
会
」
で
県
内
外
の
市
・
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
高
島
市
で
は
、
猪
だ
け
で
な
く
、
近
年
増
え
て
き
て
い
る
猿
や
鹿
被

害
の
防
止
対
策（
自
動
捕
獲
装
置
な
ど
）に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
又
、
捕
獲

し
た
後
の
有
害
鳥
獣
の
埋
設
処
分
に
代
わ
る
対
策
と
し
て
、
若
狭
町
な
ど
嶺
南
六

市
町
で
運
営
す
る
「
嶺
南
地
域
有
害
鳥
獣
処
理
・
加
工
施
設
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

農
政
連
各
分
会
の
役
員
の
方
々
な
ど
八
十
名
が
参
加
し
、
其
々
の
取
り
組
み
に

関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

北
日
野
地
区
女
性
部
研
修
旅
行

十
一
月
九
日
、
北
日
野
地
区
女
性

部
は
研
修
旅
行
と
し
て
、
伊
吹
山
へ

行
き
ま
し
た
。

天
気
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
バ
ス
の
中
か
ら
見
た
紅
葉
は
色

鮮
や
か
で
、
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
秋
の

味
覚
食
べ
放
題
の
バ
イ
キ
ン
グ
も
、

松
茸
を
は
じ
め
と
す
る
二
十
五
品

を
た
っ
ぷ
り
と
堪
能
し
、
大
満
足
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ＪＡ越前たけふ

トピックス
ＪＡ越前たけふ

トピックス

特
栽
そ
ば
現
地
検
査

年
金
受
給
予
定
者
セ
ミ
ナ
ー

十
月
二
十
六
日
、
し
き
ぶ
温
泉

湯
楽
里
で
年
金
受
給
予
定
者
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
二
十
五
名
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
社

会
保
険
労
務
士
の
鈴
木
博
巳
氏
を

迎
え
、「
定
年
前
後
の
賢
い
対
応

策
」
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
定
年
退
職
に

備
え
て
正
し
い
知
識
を
得
よ
う
と

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ほほえみ
通信

ほほえみ
通信

十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け

て
、
特
別
栽
培
そ
ば
の
現
地
検
査（
圃
場
検

査
・
書
類
審
査
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行
い
ま
し
た
。
営
農
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と
越
前
た
け
ふ
農
業
公
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担
当
者

が
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各
地
区
の
特
栽
そ
ば
の
栽
培
圃
場
を
巡

回
し
、
栽
培
表
示
板
や
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ

の
設
置
、
畦
畔
の
除
草
な
ど
、
圃
場
の
管
理

状
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適
切
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ど
う
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ま
し
た
。

そ
の
後
、
栽
培
記
録
簿
・
農
作
業
日
誌
の

書
類
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

窓
口
感
謝
デ
ー

南
条
支
店
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

十
一
月
十
二
日
、
レ
イ
ン
ボ
ー
パ
ー
ク

南
条
で
南
条
支
店
年
金
友
の
会
の
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
南
条

支
店
と
し
て
は
初
め
て
の
取
組
み
で
し
た

が
、
五
十
三
名
と
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、楽
し
く
プ
レ
ー
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

男
子
の
部
で
は
三
谷
眞
示
さ
ん
が
、
女
子

の
部
で
は
水
野
芳
子
さ
ん
が
優
勝
さ
れ
ま

し
た
。

十
一
月
十
七
日
、
各
支
店

で
窓
口
感
謝
デ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
入
口
や
窓
口
に
、

ク
リ
ス
マ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

も
の
や
、Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
ウ
ィ
ン

タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ち
ょ
リ

ス
」
の
グ
ッ
ズ
を
使
っ
た
飾
り

付
け
を
行
い
ま
し
た
。
来
店

さ
れ
た
お
客
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粗
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

国
高
ま
つ
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に
参
加

十
月
二
十
六
日
、
越
前
市
式
部
ふ

れ
あ
い
館
・
国
高
小
学
校
で
国
高
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
の
国
高
地
区

女
性
部
が
参
加
し
ま
し
た
。
う
ど
ん
の

販
売
を
行
っ
た
バ
ザ
ー
で
は
、
お
昼
時

に
な
る
と
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
国
高
小
学
校
の
体
育
館

で
行
わ
れ
た
芸
能
発
表
で
「
新
舞
踊
」

を
披
露
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
踊
り

に
観
客
か
ら
手
拍
子
が
起
き
ま
し
た
。



越前市まるごと食の感謝祭

ＪＡ越前たけふ

トピックス
ＪＡ越前たけふ

トピックス

物販・展示コーナー

バルーンパフォーマンス

♪柏原芳恵 歌謡ショー♪

越前市立・南越前町立 中学校吹奏楽演奏

名曲「春なのに」「ハローグッバイ」
などを歌い、会場は大盛り上がりで
した。

烈車戦隊
トッキュウジャーショー
烈車戦隊
トッキュウジャーショー

オープニング
セレモニー
オープニング
セレモニー

越前市・越前たけふ農業協同組合　共催

１１月８・９日の２日間、武生市中央公園体育館及び駐車場において越前市と共催して「越
前市まるごと食の感謝祭」を開催しました。秋の収穫期に旬の地元農産物を紹介し、また、
越前市３大グルメや全国のグルメをＰＲするとともに、食育の一層の浸透を図りました。一方、
ステージでは、いくつものイベントが行われ、多数の市民が来場されて賑わいをみせました。

越前市三大グルメ・全国グルメコーナー

農林産物品評会表彰式 出展品販売

コープたけふ直売コーナージャグリングパフォーマンス
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A B C D E F

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
F
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

日
本
で
一
番
流
域
面
積
の
広
い
川

木
を
切
り
倒
す
と
き
に
使
い
ま
す

海
岸
に
寄
せ
て
は
返
す

へ
っ
く
し
ょ
ん
！

舞
台
の
向
か
っ
て
右
側
の
方

風
に
乗
っ
て
大
空
に
揚
が
り
ま
す

動
物
な
ど
の
雄
雌
1
ペ
ア
の
こ
と

防
音
や
防
寒
の
た
め
に
二
重
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

一
年
で
最
も
昼
が
短
い
日

落
ち
葉
を
発
酵
さ
せ
て
作
り
ま
す

願
い
事
を
書
い
て
奉
納
し
ま
す

飲
む
と
酔
い
ま
す

焼
き
そ
ば
や
お
好
み
焼
き
、
た
こ
焼
き
に
よ
く
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す

■■■■■■■■■■■■■146712 1115 14 917192021

■
■
■
■
■
　

■
■
■
■
■
■
■

サンタクロースのそりを引く動物
それは驚いた、○○に水の話だ
眼鏡の場合はフレームともいいます
鶏肉を卵でとじた○○丼
木材などを彫ったり削ったりするときに使い
ます
ボビンに巻いてミシンにセットします
宮沢賢治の著作『銀河○○の夜』
お出掛け前、窓や玄関の鍵を確認して確実に
お守りや盛り塩に期待する効果
東京にある新幹線の駅の一つ
マフラーの端に○○飾りを付けた
ノブを持って開けます ★締切日

　12月8日（月）消印有効

★抽選で10名様に
　「みかん」をプレゼントいたします。

答
え

イ
ラ
ス
ト
や
ひ
と
こ
と
、

　
　
　

リ
ク
エ
ス
ト
、
感
想
な
ど

郵　
便　

は　
が　

き

切手

企
画
管
理
課 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
　
　
　
　
　

電
話
番
号

越
前
た
け
ふ
農
業
協
同
組
合

9 1
5 0 8 1

1

越
前
市
本
多
二
丁
目
十
ー
二
十
二

※景品は本店での受け渡しとなります。予めご了承ください。
※収集した個人情報については、当JAで厳重に管理し、他の用途には使用しません。

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

【全体運】活動モードに突入！　持ち
前のリーダーシップを発揮するチャン
スです。意欲的に忘年会幹事などを
引き受けて
【健康運】軽い運動をすることで、体
調が上向く月
【幸運を呼ぶ食べ物】キンキ

【全体運】物事を悪い方に受け止め
やすいかも。意識的にポジティブシン
キングを。気分転換には寺社巡りが
お勧め
【健康運】運動前には、丁寧な準備
体操を忘れずに
【幸運を呼ぶ食べ物】ゴボウ

【全体運】何かと迷いが生じがち。信
頼できる人に相談し、力を借りるのが
正解。ミュージカルでのリフレッシュも
開運に
【健康運】体力アップを図る好機。ス
ポーツが◎
【幸運を呼ぶ食べ物】セロリ

【全体運】やたらと深刻に考えやすい
よう。気楽に構えることで解決の糸口
が見つかるはず。花を飾るのも運気
好転の鍵
【健康運】体調を整えるには、しっかり
防寒対策を
【幸運を呼ぶ食べ物】小松菜

【全体運】楽しい出来事に縁がある
期間です。パーティーや旅行など、積
極的に顔を出しましょう。イベントへの
参加も吉
【健康運】疲労の解消には質の高い
睡眠を心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】小豆

【全体運】気持ちが揺れ動きやすい
時期。取るに足りないことで腹を立て
ないよう、冷静に。バスタイムを充実さ
せ、リラックスを
【健康運】過労になりやすいかも。休
養が必須です
【幸運を呼ぶ食べ物】ブリ

【全体運】コミュニケーション能力が
アップ！　初対面の相手にもフランク
に話し掛けて。スムーズに人脈を拡
大できます
【健康運】快適に過ごせそう。スポー
ツを満喫可能
【幸運を呼ぶ食べ物】シュンギク

【全体運】和やかな雰囲気に包まれ
ています。やるべき作業を早めに済ま
せた後、プライベートを堪能して。グル
メにツキ
【健康運】ちょっとしたけがに注意。常
に慎重に
【幸運を呼ぶ食べ物】サツマイモ

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

【全体運】自分に自信が持てる月。温
めていたアイデアがあるなら、ぜひオ
ープンに。未体験ジャンルへの挑戦
も大賛成！
【健康運】清掃などで体を動かすと体
調に好影響
【幸運を呼ぶ食べ物】カキ

【全体運】サービス精神を発揮すれ
ば、周囲との関係が改善する予感。
素直に思いやりを示して。気分転換
には音楽鑑賞を
【健康運】暴飲暴食に気を付けて。ほ
どほどが賢明
【幸運を呼ぶ食べ物】ユズ

【全体運】知的好奇心が旺盛になり
そう。興味を引かれる分野について情
報収集を。科学館や博物館に出掛
けるのも刺激に
【健康運】何事も根を詰め過ぎず、休
息を取ること
【幸運を呼ぶ食べ物】キャベツ

【全体運】自分の意見や考えに固執
し、意固地になってしまう傾向大。柔
軟性を示して。明るい笑顔が運気上
昇の呼び水に
【健康運】食生活が乱れがち。栄養
にも気を使って
【幸運を呼ぶ食べ物】カボチャ

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

10月号の解答

応募総数93通　正解数93通

先月号の答えは
「ジネンジヨ」
　　　　 でした。

時岡富貴子（鴉ヶ平）
平澤　善昭（上平吹）
大永　政則（文室）
河村いづみ（湯尾）
福岡　弘美（宮谷）

紙屋　一美（清水頭）
藤井美代子（白崎）
玉村　正子（上真柄）
倉橋　隆儀（河内）
川上みのり（宮谷）
　　　　　　（敬称略）

10月号の当選者

萩原尚子（宮谷）

1
2
3
4
5

8
10
13
14
16
17
18

今月の表紙モデルさんです。
今庄

　中　村　春　翔 く　ん（0歳）
はる と

お子さん・お孫さんの写真で「かがやき」 の表紙を
飾ってみませんか？ 管内在住の組合員の方なら、どなたでもＯＫ。

季節風景や地区行事等を背景に撮影します。

お申し込み・お問い合わせは、企画管理課までお願いいたします。
Eメール：kikaku@etakefu.ja-fukui.or.jp　TEL：２１－２６００

表紙モデルを大募集!!

★お母さん（中村多希さん）からはるくんへ

お母さんといっしょに

坂口由里子（文京）

いつもおりこうなはるくん。

元気いっぱいに育ってね。
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A B C D E F

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
F
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

日
本
で
一
番
流
域
面
積
の
広
い
川

木
を
切
り
倒
す
と
き
に
使
い
ま
す

海
岸
に
寄
せ
て
は
返
す

へ
っ
く
し
ょ
ん
！

舞
台
の
向
か
っ
て
右
側
の
方

風
に
乗
っ
て
大
空
に
揚
が
り
ま
す

動
物
な
ど
の
雄
雌
1
ペ
ア
の
こ
と

防
音
や
防
寒
の
た
め
に
二
重
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

一
年
で
最
も
昼
が
短
い
日

落
ち
葉
を
発
酵
さ
せ
て
作
り
ま
す

願
い
事
を
書
い
て
奉
納
し
ま
す

飲
む
と
酔
い
ま
す

焼
き
そ
ば
や
お
好
み
焼
き
、
た
こ
焼
き
に
よ
く
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す

■■■■■■■■■■■■■146712 1115 14 917192021

■
■
■
■
■
　

■
■
■
■
■
■
■

サンタクロースのそりを引く動物
それは驚いた、○○に水の話だ
眼鏡の場合はフレームともいいます
鶏肉を卵でとじた○○丼
木材などを彫ったり削ったりするときに使い
ます
ボビンに巻いてミシンにセットします
宮沢賢治の著作『銀河○○の夜』
お出掛け前、窓や玄関の鍵を確認して確実に
お守りや盛り塩に期待する効果
東京にある新幹線の駅の一つ
マフラーの端に○○飾りを付けた
ノブを持って開けます ★締切日

　12月8日（月）消印有効

★抽選で10名様に
　「みかん」をプレゼントいたします。

答
え

イ
ラ
ス
ト
や
ひ
と
こ
と
、

　
　
　

リ
ク
エ
ス
ト
、
感
想
な
ど

郵　
便　

は　
が　

き

切手

企
画
管
理
課 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
　
　
　
　
　

電
話
番
号

越
前
た
け
ふ
農
業
協
同
組
合

9 1
5 0 8 1

1

越
前
市
本
多
二
丁
目
十
ー
二
十
二

※景品は本店での受け渡しとなります。予めご了承ください。
※収集した個人情報については、当JAで厳重に管理し、他の用途には使用しません。

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

【全体運】活動モードに突入！　持ち
前のリーダーシップを発揮するチャン
スです。意欲的に忘年会幹事などを
引き受けて
【健康運】軽い運動をすることで、体
調が上向く月
【幸運を呼ぶ食べ物】キンキ

【全体運】物事を悪い方に受け止め
やすいかも。意識的にポジティブシン
キングを。気分転換には寺社巡りが
お勧め
【健康運】運動前には、丁寧な準備
体操を忘れずに
【幸運を呼ぶ食べ物】ゴボウ

【全体運】何かと迷いが生じがち。信
頼できる人に相談し、力を借りるのが
正解。ミュージカルでのリフレッシュも
開運に
【健康運】体力アップを図る好機。ス
ポーツが◎
【幸運を呼ぶ食べ物】セロリ

【全体運】やたらと深刻に考えやすい
よう。気楽に構えることで解決の糸口
が見つかるはず。花を飾るのも運気
好転の鍵
【健康運】体調を整えるには、しっかり
防寒対策を
【幸運を呼ぶ食べ物】小松菜

【全体運】楽しい出来事に縁がある
期間です。パーティーや旅行など、積
極的に顔を出しましょう。イベントへの
参加も吉
【健康運】疲労の解消には質の高い
睡眠を心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】小豆

【全体運】気持ちが揺れ動きやすい
時期。取るに足りないことで腹を立て
ないよう、冷静に。バスタイムを充実さ
せ、リラックスを
【健康運】過労になりやすいかも。休
養が必須です
【幸運を呼ぶ食べ物】ブリ

【全体運】コミュニケーション能力が
アップ！　初対面の相手にもフランク
に話し掛けて。スムーズに人脈を拡
大できます
【健康運】快適に過ごせそう。スポー
ツを満喫可能
【幸運を呼ぶ食べ物】シュンギク

【全体運】和やかな雰囲気に包まれ
ています。やるべき作業を早めに済ま
せた後、プライベートを堪能して。グル
メにツキ
【健康運】ちょっとしたけがに注意。常
に慎重に
【幸運を呼ぶ食べ物】サツマイモ

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

【全体運】自分に自信が持てる月。温
めていたアイデアがあるなら、ぜひオ
ープンに。未体験ジャンルへの挑戦
も大賛成！
【健康運】清掃などで体を動かすと体
調に好影響
【幸運を呼ぶ食べ物】カキ

【全体運】サービス精神を発揮すれ
ば、周囲との関係が改善する予感。
素直に思いやりを示して。気分転換
には音楽鑑賞を
【健康運】暴飲暴食に気を付けて。ほ
どほどが賢明
【幸運を呼ぶ食べ物】ユズ

【全体運】知的好奇心が旺盛になり
そう。興味を引かれる分野について情
報収集を。科学館や博物館に出掛
けるのも刺激に
【健康運】何事も根を詰め過ぎず、休
息を取ること
【幸運を呼ぶ食べ物】キャベツ

【全体運】自分の意見や考えに固執
し、意固地になってしまう傾向大。柔
軟性を示して。明るい笑顔が運気上
昇の呼び水に
【健康運】食生活が乱れがち。栄養
にも気を使って
【幸運を呼ぶ食べ物】カボチャ

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

10月号の解答

応募総数93通　正解数93通

先月号の答えは
「ジネンジヨ」
　　　　 でした。

時岡富貴子（鴉ヶ平）
平澤　善昭（上平吹）
大永　政則（文室）
河村いづみ（湯尾）
福岡　弘美（宮谷）

紙屋　一美（清水頭）
藤井美代子（白崎）
玉村　正子（上真柄）
倉橋　隆儀（河内）
川上みのり（宮谷）
　　　　　　（敬称略）

10月号の当選者

萩原尚子（宮谷）

1
2
3
4
5

8
10
13
14
16
17
18

今月の表紙モデルさんです。
今庄

　中　村　春　翔 く　ん（0歳）
はる と

お子さん・お孫さんの写真で「かがやき」 の表紙を
飾ってみませんか？ 管内在住の組合員の方なら、どなたでもＯＫ。

季節風景や地区行事等を背景に撮影します。

お申し込み・お問い合わせは、企画管理課までお願いいたします。
Eメール：kikaku@etakefu.ja-fukui.or.jp　TEL：２１－２６００

表紙モデルを大募集!!

★お母さん（中村多希さん）からはるくんへ

お母さんといっしょに

坂口由里子（文京）

いつもおりこうなはるくん。

元気いっぱいに育ってね。
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野
　

上
　

尾
崎
　

絹
子

瓜
　

生
　

吉
田
　

真
琴

東
大
道
　

中
村
　

良
子

鋳
物
師
　

田
中
　

月
兎

鯖
　

波
　

米
野
　

道
雄

晩
学
は
長
寿
の
秘
訣
桃
青
忌

訪
ふ
人
も
な
き
比
翼
体
草
も
み
じ

だ
め
よ
だ
め
詐
欺
の
芝
居
や
文
化
祭

灯
明
の
弥
陀
の
鼻
筋
石
蕗
の
花

頂
上
ま
で
植
ゑ
し
杉
あ
り
秋
日
和

中
平
吹
　

青
木
　

八
重

村
　

国
　

久
野
　

敬
子

矢
　

放
　

西
嶋
　

良
枝

今
　

庄
　

加
藤
　
　

毅

東
　

谷
　

山
本
　

千
代

帆
　

山
　

小
林
ち
ゑ
子

上
平
吹
　

近
藤
　

小
鼠

　

北
　
　

金
森
　

信
子

赤
　

坂
　

山
田
　

京
子

上
太
田
　

小
川
　

竹
泉

帆
　

山
　

白
崎
　

泰
雄

家
　

久
　

安
川
　

浩
江

大
　

虫
　

土
谷
ミ
サ
ヲ

池
　

田
　

江
端
八
千
代

安
養
寺
　

吉
田
　
　

弘

下
平
吹
　

山
口
三
四
郎

上
太
田
　

関
本
　

邦
夫

東
千
福
　

水
上
　

康
男

中
平
吹
　

井
上
つ
よ
し

宇
津
尾
　

篠
田
　

福
江

堀
　

川
　

岩
端
　

幸
雄

鋳
物
師
　

樫
尾
　

成
美 

選
　

者
　

小
山
　

柴
門

破
れ
蓮
や
水
突
き
射
せ
る
終
の
影

爽
や
か
杣
の
広
場
に
検
診
車

秋
風
に
攫
は
れ
し
ご
と
旅
立
て
り

限
り
な
き
ブ
ル
ー
の
空
や
松
手
入

放
り
出
す
下
山
の
足
や
大
花
野

な
ご
や
か
に
稲
刈
る
子
等
の
鎌
の
音

山
頂
の
見
え
ゐ
て
遠
し
薄
紅
葉

水
音
に
風
を
搦
め
て
萩
の
風

戯
れ
し
子
等
を
ひ
と
撫
で
赤
と
ん
ぼ

松
手
入
れ
我
流
の
迷
ひ
鋏
か
な

動
か
ざ
る
巌
の
水
尾
や
秋
の
水

水
澄
む
や
不
意
に
泣
き
出
す
腹
の
虫

雑
草
と
共
に
生
き
来
て
草
紅
葉

ダ
ム
工
事
心
に
ひ
そ
む
す
き
ま
風

仲
秋
の
皆
既
月
食
家
族
づ
れ

ほ
く
ほ
く
と
口
一
杯
に
栗
ご
は
ん

コ
ス
モ
ス
を
手
折
り
墓
前
に
子
の
伴
う

水
澄
み
し
川
を
離
れ
ぬ
コ
ウ
ノ
ト
リ

朝
寒
や
へ
し
こ
の
匂
い
食
そ
そ
る

姉
の
顔
永
久
の
別
れ
や
菊
日
和

采
の
目
に
切
り
た
る
大
根
付
け
合
せ

パ
イ
プ
よ
り
取
り
出
す
自
然
薯
の
長
き
か
な

列
島
の
時
代
の
果
や
畳
替
へ

へ
や

こ
た
つ

え
び
す

つ
つ
が

や
ま
ひ
だ

る
　

り

は
　

り

さ
や

む
し
ろ

は

い
　
　

も

ま
さ
お

わ
ら
づ
と

ふ
か

ふ
き

と
う

こ
う
し
ん

す

ば
ち

え

さ
　

ら

お
も
か
げ

ど
と
う

め

ひ
　
　

な

お
ろ
し

い

も

こ
わ
い
ろ

う
ぐ
い
す

お
ろ

畑
　
　

西
　

山
　
　
　

勇

評
）
上
句
は
的
確
に
風
景
を
と
ら
え
て
い
る
。
畑
を
荒
ら
さ
れ
た
事
は
大
変
な
こ
と

だ
が
、歎
く
だ
け
で
は
な
い
し
た
た
か
さ
が
あ
る
。
秋
日
和
の
明
る
さ
は
明
日
へ
と
向
っ

て
い
る
。

　

土
　

山
　
　

内
　

上
　

照
　

子

　

糠
　
　
　

高
　

山
　

信
　

子

中
新
庄
　
　

古
　

川
　

時
　

江

国
　

兼
　
　

高
　

井
　

裕
　

美

西
大
道
　
　

安
　

川
　

信
　

子

上
　

野
　
　

笛
　

吹
　

定
　

子

東
大
道
　
　

布
　

川
　

ひ
ろ
し

松
　

森
　
　

土
井
内
　

茂
　

子

　

糠
　
　
　

大
　

下
　
　
　

彰

妙
法
寺
　
　

髙
　

橋
　

多
智
子

上
　

野
　
　

笛
　

吹
　

稔
　

雄

西
　

尾
　
　

山
本
　

清
左
衞
門

選
　

者
　
　

市
　

村
　

善
　

郎

低
き
木
に
み
か
ん
色
づ
き
柵
に
垂
る
ま
ば
ゆ
し
幾
百
秋
の
日
差
し
に

早
朝
の
吐
く
息
も
白
き
靄
の
中
か
け
声
高
く
に
ぎ
わ
う
漁
港

酒
米
の
穂
の
粒
数
ふ
る
ふ
し
く
れ
手
そ
を
見
る
吾
も
つ
ら
れ
て
数
ふ

初
霜
に
鮮
や
か
に
咲
く
さ
ざ
ん
か
に
父
好
き
だ
っ
た
歌
く
ち
ず
さ
む

作
付
け
を
さ
ら
に
減
ら
せ
と
夫
は
言
え
玉
葱
を
植
え
水
菜
を
蒔
き
ぬ

つ
ば
め
去
り
茄
子
も
胡
瓜
も
成
り
終
へ
て
窓
辺
の
ゴ
ー
ヤ
黄
花
咲
き
つ
ぐ

懸
崖
の
舞
ひ
立
つ
如
し
菊
花
展
孔
雀
に
も
似
て
作
者
の
名
を
見
る

小
京
都
の
大
野
の
風
情
に
誘
な
は
れ
色
ど
り
短
き
秋
を
楽
し
む

二
合
ほ
ど
晩
酌
飲
み
て
八
十
路
ま
で
健
や
か
な
る
を
喜
び
て
お
り

ゆ
く
秋
の
紫
蘇
の
穂
花
の
か
が
や
き
に
か
す
か
に
奏
で
る
小
蜂
の
群
は

彼
岸
過
ぎ
の
福
井
は
稲
刈
り
終
へ
た
る
も
奈
良
の
盆
地
は
ま
だ
黄
緑
田

秋
の
風
栗
落
ち
る
音
ふ
り
む
け
ば
夕
日
に
映
え
る
庵
の
白
壁

閨
九
月
あ
と
百
七
十
年
来
ぬ
と
聞
き
謹
み
仰
ぐ
十
三
夜
月

猪
に
荒
さ
れ
し
畑
も
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
　

玉
葱
植
ゑ
む
と
整
地
に
励
む

連
載
第
1
7
2
回

今
庄
町
内
に
て
偶
然
、
発
見
し
た
「
積
雪
時
進
入
禁

止
」
の
標
識
で
あ
る
。
見
た
と
こ
ろ
、
ど
う
っ
て
こ
と

な
い
が
、
驚
い
た
の
は
看
板
の
位
置
だ
。
電
柱
の
か
な

り
高
い
所
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
隣
の

「
止
ま
れ
」
の
標
識
と
共
に
、
か
な
り
ひ
ん
曲
が
っ
て

い
る
で
は
な
い
か
。
も
し
か
し
て
、
こ
こ
ま
で
雪
は
積

も
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
驚
異
だ
。
す
み
ま
せ
ん
、

路
上
観
察
隊
は
、
ひ
ね
く
れ
者
が
多
い
の
で
、
名
所
史

跡
や
、
見
事
な
「
う
だ
つ
」
な
ん
か
は
完
全
に
無
視
で

あ
る
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
町
の
Ｐ
Ｒ
に
利
用
し
よ
う
と

さ
れ
て
も
駄
目
な
こ
と
が
よ
う
く
お
解
り
で
し
ょ
う
。

こ
の
夏
、
今
庄
を
散
策
さ
れ
た
方
々
の
中
で
、
こ
の
標

識
に
感
動
さ
れ
た
人
は
お
そ
ら
く
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い

で
し
ょ
う
ね
。
（
つ
づ
く
）

昨
今
、
朝
晩
め
っ
き
り
寒

く
な
り
冬
到
来
が
間
近
に

な
る
感
じ
が
す
る
季
節
で

す
。
体
調
に
は
十
分
に
気
を

つ
け
た
い
も
の
で
す
。

片
屋
　

上
野
　

敏
一

コーナーおたより

選
評
　

掲
句
は
作
者
の
農
作
業
の
一
端

を
詠
い
乍
ら
、
農
業
へ
の
愛
着
と
誇
り

ま
で
感
じ
取
れ
る
句
。
収
穫
し
た
小
豆

を

に
広
げ
て
干
す
の
で
あ
る
が
、
通

り
す
が
り
の
人
が
「
売
っ
て
下
さ
い
」

と
買
手
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
は

昔
、
小
豆
相
場
で
「
赤
い
ダ
イ
ヤ
」
と

し
て
、
は
や
さ
れ
た
頃
は
、
畑
に
生
え

て
い
る
小
豆
さ
へ
買
い
占
め
た
も
の

だ
。
恐
ら
く
は
確
り
手
を
掛
け
て
、
色

艶
粒
の
大
き
さ
も
、
自
慢
の
小
豆
で
あ

ろ
う
。

西
大
道
　

安
川
　

信
子

急
に
寒
く
な
り
食
卓
の
上
に

は
土
鍋
が
出
る
日
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
我
家
で
取
れ
た

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
い
れ
、
お
い

し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

脇
本
　

今
村
　

小
夜
子

秋
の
野
菜
が
沢
山
取

れ
、
大
根
は
お
で
ん
に

白
菜
は
鍋
に
キ
ャ
ベ
ツ

は
き
ざ
ん
で
た
こ
焼
き

に
し
て
孫
に…

。
喜
ん

で
焼
い
て
美
味
し
そ
う

に
食
べ
ま
し
た
。

戸
谷
　

福
岡
　

照
子

ユリ根の梅あえ

1人分59kcal

■作り方■材料（4人分） 調理時間 15分

「
あ
け
ぼ
の
歌
壇
」「
み
の
り
俳
壇
」
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
左
記
の
宛
先
ま

で
作
品
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〒
９
１
５―

０
８
１
１

越
前
市
本
多
二
丁
目
１
０―

２
２

　

Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
　

企
画
管
理
課

　
　

作
品
締
切
：
12
月
５
日
必
着

①ユリ根は、根元に包丁で切り込みを入れ、1枚ずつ

剥がします。2～3分ゆで、ざるに取って冷まします。

②ミツバはゆで、2cm長さに切ります。

③梅干しは種を取り、梅肉を刻んでAと合わせます。ユ

リ根、ミツバをあえます。

ユリ根………………………………

ミツバ………………………………………

梅干し……………………………

　　だし………………………………

　　砂糖……………………………

　　酒………………………………

2個（200g）

20g

中2個（20g）

大さじ1

小さじ1/3

小さじ1/2

A
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野
　

上
　

尾
崎
　

絹
子

瓜
　

生
　

吉
田
　

真
琴

東
大
道
　

中
村
　

良
子

鋳
物
師
　

田
中
　

月
兎

鯖
　

波
　

米
野
　

道
雄

晩
学
は
長
寿
の
秘
訣
桃
青
忌

訪
ふ
人
も
な
き
比
翼
体
草
も
み
じ

だ
め
よ
だ
め
詐
欺
の
芝
居
や
文
化
祭

灯
明
の
弥
陀
の
鼻
筋
石
蕗
の
花

頂
上
ま
で
植
ゑ
し
杉
あ
り
秋
日
和

中
平
吹
　

青
木
　

八
重

村
　

国
　

久
野
　

敬
子

矢
　

放
　

西
嶋
　

良
枝

今
　

庄
　

加
藤
　
　

毅

東
　

谷
　

山
本
　

千
代

帆
　

山
　

小
林
ち
ゑ
子

上
平
吹
　

近
藤
　

小
鼠

　

北
　
　

金
森
　

信
子

赤
　

坂
　

山
田
　

京
子

上
太
田
　

小
川
　

竹
泉

帆
　

山
　

白
崎
　

泰
雄

家
　

久
　

安
川
　

浩
江

大
　

虫
　

土
谷
ミ
サ
ヲ

池
　

田
　

江
端
八
千
代

安
養
寺
　

吉
田
　
　

弘

下
平
吹
　

山
口
三
四
郎

上
太
田
　

関
本
　

邦
夫

東
千
福
　

水
上
　

康
男

中
平
吹
　

井
上
つ
よ
し

宇
津
尾
　

篠
田
　

福
江

堀
　

川
　

岩
端
　

幸
雄

鋳
物
師
　

樫
尾
　

成
美 

選
　

者
　

小
山
　

柴
門

破
れ
蓮
や
水
突
き
射
せ
る
終
の
影

爽
や
か
杣
の
広
場
に
検
診
車

秋
風
に
攫
は
れ
し
ご
と
旅
立
て
り

限
り
な
き
ブ
ル
ー
の
空
や
松
手
入

放
り
出
す
下
山
の
足
や
大
花
野

な
ご
や
か
に
稲
刈
る
子
等
の
鎌
の
音

山
頂
の
見
え
ゐ
て
遠
し
薄
紅
葉

水
音
に
風
を
搦
め
て
萩
の
風

戯
れ
し
子
等
を
ひ
と
撫
で
赤
と
ん
ぼ

松
手
入
れ
我
流
の
迷
ひ
鋏
か
な

動
か
ざ
る
巌
の
水
尾
や
秋
の
水

水
澄
む
や
不
意
に
泣
き
出
す
腹
の
虫

雑
草
と
共
に
生
き
来
て
草
紅
葉

ダ
ム
工
事
心
に
ひ
そ
む
す
き
ま
風

仲
秋
の
皆
既
月
食
家
族
づ
れ

ほ
く
ほ
く
と
口
一
杯
に
栗
ご
は
ん

コ
ス
モ
ス
を
手
折
り
墓
前
に
子
の
伴
う

水
澄
み
し
川
を
離
れ
ぬ
コ
ウ
ノ
ト
リ

朝
寒
や
へ
し
こ
の
匂
い
食
そ
そ
る

姉
の
顔
永
久
の
別
れ
や
菊
日
和

采
の
目
に
切
り
た
る
大
根
付
け
合
せ

パ
イ
プ
よ
り
取
り
出
す
自
然
薯
の
長
き
か
な

列
島
の
時
代
の
果
や
畳
替
へ

へ
や

こ
た
つ

え
び
す

つ
つ
が

や
ま
ひ
だ

る
　

り

は
　

り

さ
や

む
し
ろ

は

い
　
　

も

ま
さ
お

わ
ら
づ
と

ふ
か

ふ
き

と
う

こ
う
し
ん

す

ば
ち

え

さ
　

ら

お
も
か
げ

ど
と
う

め

ひ
　
　

な

お
ろ
し

い

も

こ
わ
い
ろ

う
ぐ
い
す

お
ろ

畑
　
　

西
　

山
　
　
　

勇

評
）
上
句
は
的
確
に
風
景
を
と
ら
え
て
い
る
。
畑
を
荒
ら
さ
れ
た
事
は
大
変
な
こ
と

だ
が
、歎
く
だ
け
で
は
な
い
し
た
た
か
さ
が
あ
る
。
秋
日
和
の
明
る
さ
は
明
日
へ
と
向
っ

て
い
る
。

　

土
　

山
　
　

内
　

上
　

照
　

子

　

糠
　
　
　

高
　

山
　

信
　

子

中
新
庄
　
　

古
　

川
　

時
　

江

国
　

兼
　
　

高
　

井
　

裕
　

美

西
大
道
　
　

安
　

川
　

信
　

子

上
　

野
　
　

笛
　

吹
　

定
　

子

東
大
道
　
　

布
　

川
　

ひ
ろ
し

松
　

森
　
　

土
井
内
　

茂
　

子

　

糠
　
　
　

大
　

下
　
　
　

彰

妙
法
寺
　
　

髙
　

橋
　

多
智
子

上
　

野
　
　

笛
　

吹
　

稔
　

雄

西
　

尾
　
　

山
本
　

清
左
衞
門

選
　

者
　
　

市
　

村
　

善
　

郎

低
き
木
に
み
か
ん
色
づ
き
柵
に
垂
る
ま
ば
ゆ
し
幾
百
秋
の
日
差
し
に

早
朝
の
吐
く
息
も
白
き
靄
の
中
か
け
声
高
く
に
ぎ
わ
う
漁
港

酒
米
の
穂
の
粒
数
ふ
る
ふ
し
く
れ
手
そ
を
見
る
吾
も
つ
ら
れ
て
数
ふ

初
霜
に
鮮
や
か
に
咲
く
さ
ざ
ん
か
に
父
好
き
だ
っ
た
歌
く
ち
ず
さ
む

作
付
け
を
さ
ら
に
減
ら
せ
と
夫
は
言
え
玉
葱
を
植
え
水
菜
を
蒔
き
ぬ

つ
ば
め
去
り
茄
子
も
胡
瓜
も
成
り
終
へ
て
窓
辺
の
ゴ
ー
ヤ
黄
花
咲
き
つ
ぐ

懸
崖
の
舞
ひ
立
つ
如
し
菊
花
展
孔
雀
に
も
似
て
作
者
の
名
を
見
る

小
京
都
の
大
野
の
風
情
に
誘
な
は
れ
色
ど
り
短
き
秋
を
楽
し
む

二
合
ほ
ど
晩
酌
飲
み
て
八
十
路
ま
で
健
や
か
な
る
を
喜
び
て
お
り

ゆ
く
秋
の
紫
蘇
の
穂
花
の
か
が
や
き
に
か
す
か
に
奏
で
る
小
蜂
の
群
は

彼
岸
過
ぎ
の
福
井
は
稲
刈
り
終
へ
た
る
も
奈
良
の
盆
地
は
ま
だ
黄
緑
田

秋
の
風
栗
落
ち
る
音
ふ
り
む
け
ば
夕
日
に
映
え
る
庵
の
白
壁

閨
九
月
あ
と
百
七
十
年
来
ぬ
と
聞
き
謹
み
仰
ぐ
十
三
夜
月

猪
に
荒
さ
れ
し
畑
も
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
　

玉
葱
植
ゑ
む
と
整
地
に
励
む

連
載
第
1
7
2
回

今
庄
町
内
に
て
偶
然
、
発
見
し
た
「
積
雪
時
進
入
禁

止
」
の
標
識
で
あ
る
。
見
た
と
こ
ろ
、
ど
う
っ
て
こ
と

な
い
が
、
驚
い
た
の
は
看
板
の
位
置
だ
。
電
柱
の
か
な

り
高
い
所
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
隣
の

「
止
ま
れ
」
の
標
識
と
共
に
、
か
な
り
ひ
ん
曲
が
っ
て

い
る
で
は
な
い
か
。
も
し
か
し
て
、
こ
こ
ま
で
雪
は
積

も
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
驚
異
だ
。
す
み
ま
せ
ん
、

路
上
観
察
隊
は
、
ひ
ね
く
れ
者
が
多
い
の
で
、
名
所
史

跡
や
、
見
事
な
「
う
だ
つ
」
な
ん
か
は
完
全
に
無
視
で

あ
る
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
町
の
Ｐ
Ｒ
に
利
用
し
よ
う
と

さ
れ
て
も
駄
目
な
こ
と
が
よ
う
く
お
解
り
で
し
ょ
う
。

こ
の
夏
、
今
庄
を
散
策
さ
れ
た
方
々
の
中
で
、
こ
の
標

識
に
感
動
さ
れ
た
人
は
お
そ
ら
く
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い

で
し
ょ
う
ね
。
（
つ
づ
く
）

昨
今
、
朝
晩
め
っ
き
り
寒

く
な
り
冬
到
来
が
間
近
に

な
る
感
じ
が
す
る
季
節
で

す
。
体
調
に
は
十
分
に
気
を

つ
け
た
い
も
の
で
す
。

片
屋
　

上
野
　

敏
一

コーナーおたより

選
評
　

掲
句
は
作
者
の
農
作
業
の
一
端

を
詠
い
乍
ら
、
農
業
へ
の
愛
着
と
誇
り

ま
で
感
じ
取
れ
る
句
。
収
穫
し
た
小
豆

を

に
広
げ
て
干
す
の
で
あ
る
が
、
通

り
す
が
り
の
人
が
「
売
っ
て
下
さ
い
」

と
買
手
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
は

昔
、
小
豆
相
場
で
「
赤
い
ダ
イ
ヤ
」
と

し
て
、
は
や
さ
れ
た
頃
は
、
畑
に
生
え

て
い
る
小
豆
さ
へ
買
い
占
め
た
も
の

だ
。
恐
ら
く
は
確
り
手
を
掛
け
て
、
色

艶
粒
の
大
き
さ
も
、
自
慢
の
小
豆
で
あ

ろ
う
。

西
大
道
　

安
川
　

信
子

急
に
寒
く
な
り
食
卓
の
上
に

は
土
鍋
が
出
る
日
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
我
家
で
取
れ
た

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
い
れ
、
お
い

し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

脇
本
　

今
村
　

小
夜
子

秋
の
野
菜
が
沢
山
取

れ
、
大
根
は
お
で
ん
に

白
菜
は
鍋
に
キ
ャ
ベ
ツ

は
き
ざ
ん
で
た
こ
焼
き

に
し
て
孫
に…

。
喜
ん

で
焼
い
て
美
味
し
そ
う

に
食
べ
ま
し
た
。

戸
谷
　

福
岡
　

照
子

ユリ根の梅あえ

1人分59kcal

■作り方■材料（4人分） 調理時間 15分

「
あ
け
ぼ
の
歌
壇
」「
み
の
り
俳
壇
」
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
左
記
の
宛
先
ま

で
作
品
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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越
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Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
　

企
画
管
理
課

　
　

作
品
締
切
：
12
月
５
日
必
着

①ユリ根は、根元に包丁で切り込みを入れ、1枚ずつ

剥がします。2～3分ゆで、ざるに取って冷まします。

②ミツバはゆで、2cm長さに切ります。

③梅干しは種を取り、梅肉を刻んでAと合わせます。ユ

リ根、ミツバをあえます。

ユリ根………………………………

ミツバ………………………………………

梅干し……………………………

　　だし………………………………

　　砂糖……………………………

　　酒………………………………

2個（200g）

20g

中2個（20g）

大さじ1

小さじ1/3

小さじ1/2

A
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※毎週火曜日は税務相談会：営農センター1階 午前１０時～午後４時

健康相談会の開催
日時：12月17日（水）10：00～12：00
場所：コープたけふ平出店 休憩コーナー横
内容：口腔ケアの必要性や嚥下（えんげ）体操についてリーフ
　　　レットを使って説明します。
　　　

今月のおすすめ野菜：春菊

［参加された方への特典！］
○１～12月までの期間中６回以上参加された方には、コープたけふ平出店より500
円分のお買い物券をプレゼントさせて頂きます。（12月の時にお渡しします。）

○お買い物の機会を利用し、ご自分の健康チェックを行いましょう。
　お待ちしております。 コープたけふ平出店・ＪＡ越前たけふ・ＪＡ福井県厚生連

★今月のテーマ★

マイカーローン  マイカーローン  マイカーローン  

新 金 利 商 品 住 宅 関 連 商 品

1.15%

2.10%

2.50%

3.10%

《詳しいお問い合せはローンセンター・JA各支店まで》

12

軽減金利（上記の金利より）
給与振込・年金振込・公共料金・プレミア付定期積金・JAより購入
などのご利用に応じて金利を軽減いたします。（最大で1.45％まで）

※福井県農業信用基金協会債務保証利用可。（保証料  年0.20～0.35%）

※但し、12月14日金利見直しあり

※但し、下記の特約を選択できます。

特約期間3年

〃　 5年

〃  10年

変動金利型（年2回見直し）

16年目以降（固定）

固
定
金
利
特
約

適用金利

適用金利

住宅ローン とくとくプラン（新築、借換対応）

住宅資金 あんしんプラン
（新築、増改築（リフォーム）、借換対応）

「好評につき今年も実施中」

農 業 資 金 の ご 案 内

農業普通
資金

地域農業
応援資金

乾　燥　機（7年以内）
トラクター（7年以内）
コンバイン（7年以内）
農　　　舎（15年以内）

（認定農業者または、集落営農組織）
対象者

用途同上

0.50%～2.45%
（変　動）

（固　定）

年

0.60%
0.90%

年
5年以内

10年以内

（固定金利選択型）

（長期固定金利型）

（最高引き下げ後の金利）

年

2.40%年

当初５年間（固定） 1.00%年

６年目以降（固定） 1.60%年

年

年

年

0.90%

1.30%

1.45%

→年

→年

→年

（但し、金利軽減はありません。）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.4％）

資　　金　　名 適用金利

（教育資金） （固　定）

0.50%～1.00%
（固　定）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.7％の保証料）

車の
購入資金に

年 

資　　金　　名 適用金利

教育ローン教育ローン

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.8％の保証料）

お子様の
大学・高校入学等の
教育費用に

1.00%年 

資　　金　　名 適用金利

教育ローン 

やってみよう！ 口の健康！

【チェック】ご自宅のみそ汁を持ってきて頂ければ、塩分濃度を測定します。

月 の 金 利
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年金相談会
（中央支店）

第６１回理事会
コープ武生取締役会
ＪＡ酒販取締役会

外務日

窓口業務休業

役員全員協議会

健康相談の日

創立５０周年記念
「しきぶちゃん」第３弾
発売開始

冬至 天皇誕生日

大雪

元旦
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※毎週火曜日は税務相談会：営農センター1階 午前１０時～午後４時

健康相談会の開催
日時：12月17日（水）10：00～12：00
場所：コープたけふ平出店 休憩コーナー横
内容：口腔ケアの必要性や嚥下（えんげ）体操についてリーフ
　　　レットを使って説明します。
　　　

今月のおすすめ野菜：春菊

［参加された方への特典！］
○１～12月までの期間中６回以上参加された方には、コープたけふ平出店より500
円分のお買い物券をプレゼントさせて頂きます。（12月の時にお渡しします。）

○お買い物の機会を利用し、ご自分の健康チェックを行いましょう。
　お待ちしております。 コープたけふ平出店・ＪＡ越前たけふ・ＪＡ福井県厚生連

★今月のテーマ★

マイカーローン  マイカーローン  マイカーローン  

新 金 利 商 品 住 宅 関 連 商 品

1.15%

2.10%

2.50%

3.10%

《詳しいお問い合せはローンセンター・JA各支店まで》

12

軽減金利（上記の金利より）
給与振込・年金振込・公共料金・プレミア付定期積金・JAより購入
などのご利用に応じて金利を軽減いたします。（最大で1.45％まで）

※福井県農業信用基金協会債務保証利用可。（保証料  年0.20～0.35%）

※但し、12月14日金利見直しあり

※但し、下記の特約を選択できます。

特約期間3年

〃　 5年

〃  10年

変動金利型（年2回見直し）

16年目以降（固定）

固
定
金
利
特
約

適用金利

適用金利

住宅ローン とくとくプラン（新築、借換対応）

住宅資金 あんしんプラン
（新築、増改築（リフォーム）、借換対応）

「好評につき今年も実施中」

農 業 資 金 の ご 案 内

農業普通
資金

地域農業
応援資金

乾　燥　機（7年以内）
トラクター（7年以内）
コンバイン（7年以内）
農　　　舎（15年以内）

（認定農業者または、集落営農組織）
対象者

用途同上

0.50%～2.45%
（変　動）

（固　定）

年

0.60%
0.90%

年
5年以内

10年以内

（固定金利選択型）

（長期固定金利型）

（最高引き下げ後の金利）

年

2.40%年

当初５年間（固定） 1.00%年

６年目以降（固定） 1.60%年

年

年

年

0.90%

1.30%

1.45%

→年

→年

→年

（但し、金利軽減はありません。）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.4％）

資　　金　　名 適用金利

（教育資金） （固　定）

0.50%～1.00%
（固　定）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.7％の保証料）

車の
購入資金に

年 

資　　金　　名 適用金利

教育ローン教育ローン

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.8％の保証料）

お子様の
大学・高校入学等の
教育費用に

1.00%年 

資　　金　　名 適用金利

教育ローン 
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創立3

年
適用金利

%

平成26年12月1日月～平成27年1月30日金期間：

※組合員加入には、一口（5千円）以上の出資のほか、住所など一定の条件があります。
※詳しくは店頭でおたずね下さい。

JAスーパー定期貯金(しきぶちゃん）
組合員の方：制限はありません。
組合員以外の方：             1戸あたり新規1万円以上1,000万円まで
年 0.5％（税引後 年0.398％）
なお初回満期日以降の利息は店頭表示金利を適用いたします。
2年または1年（自動継続）
個人で新規預入に限ります。（既にお預けいただいております貯金の預替えについては、対象外
とさせていただきます。）
この定期貯金は満期日前に解約できません。当JAがやむをえないものと認めて、この定期貯金
を満期日前に解約する場合は当JA所定の中途解約利率が適用されます。
組合員の方は、出資されている支店のみとさせていただきます。
組合員以外の方は、支店の指定はありませんが、複数支店でのお預入はできません。

貯 金 の 種 類 ／
お 預 入 金 額 ／

適 　 用 　 金 　 利 ／

お 預 入 期 間 ／
お 取 扱 対 象 ／

中 　 途 　 解 　 約 ／

お 預 入 支 店 ／

越前たけふ越前たけふ
越前たけふ 検索

http://www.ja-echizentakefu.or.jp

地 域 に 広 が り ・ 地 域 に 根 づ く ・ 拓 か れ た Ｊ Ａ地 域 に 広 が り ・ 地 域 に 根 づ く ・ 拓 か れ た Ｊ Ａ
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